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いつもあなたのそばに
これかうも地域のために

民生霊員・児童書員制度副置80周年
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いつまでも .̂いていきる
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質化。.わぜ"・.. ーづく句が'"です.

..1:0 '1:1.. 1:< 、"，~V)....tll値というわかりや

命‘也で不して〈れます健a・ t~ ..， frlll:U明の重論胃

・，・町轟ヲてみ l l..~ う

司，..隼.o・人・2開B竃@値県

阿.，貧査を.
".しよう

誌掘
し.しaう

訓ー酬の女出 tr!tt~ r.ぃ."白抑制，

・.した句 民理t;，:，. 1 3..ヲト令どを してい重ぜんか..

IHIlfJ.:しで白分のことが俄"'にな勺てい霊せんか.

.の't， i~旬慣が ニれからの綱気の F防のカギと.りa
寸 年.いでから骨がもろ<t;，:..，λ句骨併してその"寝

くり
食

貧血d増額さ""入d湖合・"人に 1人

********** 開聞少と駅間人哨..，0)..1;: 2人
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たき町tなるの，鱒ぐ1:11I'iい頃から4・e丈夫1:l..でい〈
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人生駒年いヲまでも・Lて唱 aてい<fcO'>I:'ゃから健康

の貯金金しましょう

女性のため叩健(構陰車内 著書ゼづくりは髄康づくり

蝿 人個直聖書董
檀扇町量..珪，-帽に事'"止ませιか.

と曹 5月1日l軒-911)01101;) ~ 同車 と e 内 曾

f直 9~置に 1 3"-)9置ι. 晶 k性{町制" '" 女性のr.rsr.!と置置づくり (周潰}

ラ(t/.盆1}} 1 ..月 111-拍車3111111中tれ町人}
量置づくりの情ーと..，爾障と興冒)

ー寓圃 2凪M人 P申し込み山竃酎で憧雌増
司眠時聞はいfれ也吋薗t咽嘩-"時宇

車血へ.
lところ1 中央公民量{上三金町}
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市民ふれあい運動
推進大会
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模侵Uゐ;，;芯よ0'"宅総生を銭拝礼てvぽ.. 傷良市写真美術館所建4安保蝿膨ん工寮.
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